





























































































































































































































































日程　　2012 年 10 月 21 日（日）


















































































7月 31 日（火）　 JAIGO  RAG  TIME 
BAND（嵯峨さん）打ち
合わせ








 8 月 11 日（土）　 南郷アトリエ（旧坂本
洋装店）木枠制作
 8 月 20 日（月）　 南郷アトリエ（旧坂本
洋装店）木枠制作









 9 月 10 日（月）　 南郷アトリエ（旧坂本
洋装店）木枠制作
 9 月 20 日（木）　 南郷アトリエ（旧坂本
洋装店）木枠制作
 9 月 21 日（金）　 小道具ナンバー制作作業
 9 月 24 日（月）　 南郷アトリエ（旧坂本
洋装店）木枠制作、南
郷文化ホール舞台視察
 9 月 27 日（木）　 南郷アトリエ（旧坂本
洋装店）木枠制作
 9 月 28 日（金）　 小道具ナンバー制作作業
 9 月 29 日（土）　 はっち　洋服ワーク
ショップ、ダンスワー
クショップ









10 月 11 日（木）　 南郷アトリエ（旧坂本
洋装店）木枠制作、木
枠搬入
10 月 13 日（土）　 はっち　ダンスワーク
ショップ
10 月 14 日（日）　 はっち　ダンスワーク
ショップ　個人練習、
全体練習
10 月 15 日（月）　 公会堂　ダンスワーク
ショップ、木枠搬入　
衣装撮影
10 月 19 日（金）　 南郷文化ホール舞台設営、
木枠搬入
10 月 20 日（土）　 南郷文化ホール舞台設営、
舞台リハーサル
































































































































時間 舞台行動 アナウンス概要 時間 舞台行動 アナウンス概要
13 : 55（開場） 舞台裏スタンバイ
14 : 31（2 分 35）
ダンサー 7 洋服提供者、ヒアリング
内容の紹介
14 : 00（2 分） KATHYイベント説明
モデルコメント










14 : 08（2 分 17）
ダンサー 1 洋服提供者、ヒアリング内容の紹介 曲名 la vie en rose
モデルコメント モデルプロフィール
曲名 smile




14 : 12（1 分 37）
ダンサー 2 洋服提供者、ヒアリング内容の紹介 曲名 holly dolly
モデルコメント モデルプロフィール ダンサー 3名
曲名 sweet georgia brown




14 : 16（2 分 8）
ダンサー 3 洋服提供者、ヒアリング内容の紹介 曲名 tea for two
モデルコメント モデルプロフィール
曲名 Rag for flower
モデルプロフィール ダンサー 2名 第 1部終了
14 : 20（1 分 28）
ダンサー 4 洋服提供者、ヒアリング内容の紹介 休憩のお知らせ
モデルコメント 14 : 50（20 分） 投票説明
曲名 anithing goes 全モデルそろい踏み
モデルプロフィール 15 : 05 休憩終了 5分前 審査結果集計
14 : 23（1 分 44）
ダンサー 5 洋服提供者、ヒアリング内容の紹介
モデルコメント 第 2部開始
曲名 where you`re smiling 審査発表 審査員登壇
モデルプロフィール 15 : 10（10 分） 景品授与








モデルプロフィール ダンサー 2名 15 : 40 終了挨拶
八戸学院短期大学研究紀要　第 37 号42
る事となり、舞台空間の構成とダンスが一連
の流れを作りだした。当日の時間進行はこの
ようになった。
□過程と状況
以下は当日の様子をいくつかの写真資料で
まとめたものとなる。
7.　考　　　察
南郷アートプロジェクトに参加するにあた
り、保育者を目指す学生がどのようにこの過
程を経験したかは、尺度を設けて判断する事
は難しい。しかしプロジェクトという名の下
に、一期間を一つの目標に向かい制作する事
は、表現における制作プロセスを全うする事
と同義であると考える。今回は複数の制作要
素が絡み合う実践であった。ダンサーとして
参加した学生は、ダンスの創作から、洋服の
リメイク、舞台構成や振り付けの取得など、
アートプロジェクトと短大生の関わりへの実践報告（飯田・大澤） 43
経験した事は非常に多い。小道具や舞台美術
に参加した学生は、ゼミ単位での参加であっ
たが、自分が制作した制作物が舞台上で使用
される事から、普段の制作より緊張感を持っ
ていた事が見受けられた。普段の制作は、個
人的な作品である為、人に見せる事また人に
使ってもらうという機会が無い。今回はこの
部分を間接的ではあるが経験できた事が重要
であった。舞台美術に関しては、自分で作る
ものは小さな木枠であったとしても、全体と
して構成され、舞台いっぱいに広がる展開性
を感じえた時、何かの感動があったはずであ
る。大きな空間には、より大きく、数多くの
物的装飾を施さないと場を作り出す事は難し
い。舞台という非現実的な空間が、発表とい
う機会が多くある保育活動に置いて、その場
的な要素を変換する感覚を経験できた事はこ
のプロジェクトに参加した一つの目的を達成
する事につながったと考える。
今回はダンサーとして、短大生 4名の参加
であったが、より多くの学生が主体的にこの
ような機会に参加するように日々の生活の中
から感性を養う教育が必要である事も重要で
あると認識することが出来た。学校教育の運
営上、経験的に保育につながる表現的素養を
身につける機会を設ける事が難しい。このよ
うな機会を積極的に利用し保育者育成に結び
つけていきたい。
